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項 目 要   約 

１．研究の概要 

 

福島第一原子力発電所の汚染水処理で使用されたCs等の放射性核種を

吸着した使用済みゼオライトの安定固化法の開発を目的とする。Csを

吸着した使用済みゼオライトの無加圧・無圧縮による焼結固化法を開

発し、本法による固化体の減容性を評価する。また、放射性物質が焼

結固化体に及ぼす影響を明らかにするとともに、プロセスの概念設計

に資することを目的として、以下の項目を行う。 

１）ガラスマトリックスを用いた焼結固化の開発 

２）核種が焼結固化体に与える影響評価 

３）焼結固化プロセスの概念設計および総合評価 

２．総合評価 Ａ 
・実用化が近い成果が出ており、1F現場で使うという視点での検討を

加えて、発展させて欲しい。 

・一方で、スケールアップをさせると焼結固化体に割れが生じるなど

の課題が示されており、現場適用を考慮した企業との連携等によ

り、次のステップに進んで欲しい。 

  

Ｓ）特筆すべき優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 

 

 


